
2．脳卒中【指績6 脹血管疾患等リハビリテーション茶屋出医療楓関割合】瞳血管疾患等リハビリテーション料届出診療所割合（N＝47．平均＝1．7．損準偏差；1、2）  
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徳島県が最も高く、京都府が最も低い結果です。平均値は1．7、標準偏差は1．2です。  

地域的な傾向として四国の2県、九州の南部が高くなっています。  

■都道府県からの意見■  

・全医療機関に占めるリハリビテーション料届出医療機関の割合が高いと適切なリハリビテ   

ーションを受けられる体制にあるとはいえないのではないか。   



脳卒中－6 回復期リハビリテーション病棟入院料届出病院病床割合  

2．脳卒中【好掛6 匝闇朋リハビリテーション病捜入院料届出病院病床割合】回復期リハビリテーション病棟入院料届出病院病床割合仰＝47．平均可．丁、標準偏差コ2．4）   
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「適切なリハビリが受けられるのか」を見るための指標として用いています。  

・静岡県が最も高く、滋賀県が最も低い結果です。平均値は3．7、標準偏差は2．4です。  

・地域的な傾向は特に見られません。   

ヽ  

■都道府県からの意見■  

・回復期リハ病棟病床割合は、対象人口当たりとした方が良いのではないか。   
・■J  



脳卒中－7 退院患者平均在院日数  

2，脳卒中【指標7 退院患者平均在靡日数】脳血管疾患の退院患者平均在院月数（N＝47．平均珊娘L横堪乱酔朝，3）  
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「どのくらいで日常生活に戻れるのか」を見るための指標として用いています。  

山口県が最も高く、長野県が最も低い結果です。平均値は106∴、標準偏差は31．3です。  

地域的な傾向は特に見られません。  

■都道府県からの意見＋  

・「死亡による退院」の割合が多いと、「どれくらいで日常生活に戻れるのか」をみる指標と   

はならないのではないか。   



脳卒中－8 年齢調整死亡率  

2．脳卒中【指標8 年齢調整死亡率】年齢調整後死亡寧（男）（N＝47．平均＝68．9．積鳩偏葺＝臥8）   
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「どのくらい亡くなるのか」を見るための指標として用いています。  

青森県が最も高く、奈良県が最も低い結果です。平均値は63．9、廟準偏差は8，6です。  

地域的な傾向として東北の3県が高くなっています。  
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2＿脳卒中【指梼8年齢調整死亡率】年齢調整後死亡率（女〉（Nコ47．平均＝ヰユふ標準偏差こヰ．¢〉   
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岩手県が最も高く、沖縄県が最も低い結果です。平均値は00．5、標準偏差は4．6です。  

地域的な條向は特に見られません。   
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（3）r指標」の定義および算出方法  

指標1：年齢調整受疲率  

◆ 定義  

傷病大分類「脳血管疾患j の都道府＝県別受療率（年齢調整）  

患者調査の「脳血管疾患」の都道府県別受療率を標準人口で靖正した値とします。標準人口には  

昭和60年のモデル人口を使用します。  

◆ データの出典  

データ   詞査名   年次   集計表   備考   

「脳血管疾患」  ■患者調査   平成14年度  3閲覧第115・表（その1） 受療率（人  

の都道府県別  口10万知），性・年齢階級×傷病大分類   
受療率  ×入院一外来・都道府県別（総数）   

指標2：基本健診受診率  

◆ 定義  

健診受診者数／世帯人員数   

分子は、国民生活基礎調査で把握される、過去1年間に健康診断を受けた40歳～74歳の者の数  

とします。   

分母は、同調査の世帯人員数（40歳～74歳）とします。  

◆ データの出典  

データ   調査名   年次   集計表   備考   

健診受診者  国民生活基  平成16年度  ●3健康票第4巻第12表 世帯人員数  

数、世帯人員数  礎調査  （20歳以上），健診等の受診の有一受診  

機会（複数回答）一無・性．・年齢（5歳  

階級）・都道府県－14大都市（再掲）別  

4・8   
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問削巨年齢調撃受療諷（市中煩  

◆ 定義  

傷病大分類「高血圧性疾患」の都道府県別受療率（年齢調整）  

患者調査の「高血圧性疾患」の都道府県別外来受療率を標準人口で輔車した値とします。標準人  

口には昭和60年のモデル人口を使用します。  

◆ データの出典  

デ」タ   調査名   年次   集計表   備考   

「高血圧性疾  患者調査   平成14年度  3閲覧第115麦（その3）受療率（人  

患」の都道府県  ロ10万対），性・年齢階級×傷病大分類   

別受痍率  ×入院一外来・都道府県別（外来）   

指標4：医療機能情報公蘭奉【がん5と同じ】  

◆ 定義  

・インターネット上で情報提供している病院数／全病院数  

・インターネット上で情報提供している診療所数／全診療所数   

分母は、都道府県で管理している医療機関情報提供サイト、もしくは都道府県サイトからリンク  

している医師会等の職能団体のサイト等に医療機関情報が掲載されている医療機関数（医療機関名、  

診療科目および連絡先について示されているもの）とします。   

分母の医療機関数は、分子と時点を同一にした、都道府県内の全医療機関数とします。   

病院、診療所それぞれについて把握します。  

◆ データの出典  

■既存の統計では整備されていないデ」タのため、上記の定義に従い都道府県で新た   

に調査・集計をしました。  

◆ 医療機能情報公表制度の利用  

・・医療機能情報公表制卑こおいて、都道府県が医療機関から報告のあった情報を整理   

し公表する対象として、病院・診療所のホームページアドレスがありますので、こ   

れを利用することができます。  

49  
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■指棲5∴脳血管疾患等り＜どリテヰショシ料届出医療機関割合  

◆ 定義  

・脳血管疾患等リハビリテーション料届出病院数／対象病院数  

・脳血管疾患等リハビリテーション科届出診療所数／対象診療所数  

J■  

病院：分子は脳血管疾患等リハビリテーション料（1）（Ⅱ）を都道府県社会保険事務局に届け  

出ている痛院の数とします。分母は全一般病院数とします。   

診療所：分子は脳血管疾患等リハビリテ ーション料（Ⅰ）（Ⅲ）を都道府県社会保険事務局に届  

け出ている診療所の数とします。分母は全一般診療所数とします。  

◆ データの出典  

・既存の統計では整備されていないデータのため、上記の定義に従い都道府県で、新た   

に調査・集計が必要です。。  

・脳血管疾患等リハビリテーション料届出病院数、診療所数につきましては社会保険事   

務局に照会することで把握できます。  

◆ 医療機能情報公表制度の利用  

・医療機能情報公表制度において、都道府県が医療機関から報告のあった情報を整理   

し公表する対象として、対応可能な疾患・治療内容（脳血管疾患等リハビリテーシ   

ョン）がありますので、これを利用することができます。  

指標6：国復期．リハビリテーション病棟入院料届出病院病床割合  

◆ 定義  

回復期リハビリテーション病棟入院料届出病院病床数／対象病床数   

分子は回復期リハビリテーション病棟入院料を都道府県社会保険事務局に届け出ている病院の  

当該病床数とします。   

分母は全一般病床数および療養病床数とします。  

◆ データの出典  

既存の統計では整備されていな‘いデータのため、上記の定義に従い都道府県で、新  
たに調査・集計が必要です。。  

回復期リハビリテーション病棟入院料届出病院数にっきましては社会保険事務局  

照会することで把握できます。   
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指標7：退院患者平均在院日数、  

◆ 定義  

傷病大分類「脳血管疾患」退院患者平均在院日数  

患者調査の脳血管疾患の退院患者平均在院日数とします。  

◆ データの出典  

データ   調査名   年次   集計表   備考   

r脳血管疾患J  患者調査   平成14年度  3閲覧第143表 病院の退院患者平  

退院患者平均  均在院目数（施設所在地），二次医療圏   

在院日数  ×傷病分類別   

指標8＿＝年齢調整死亡を ▲  

◆ 定義  

脳血管疾患による死亡数／対象人口×100，000（年齢調整）   

人口動態統計で把握されるー脳血管疾患」の死亡数を分子とし、分母は、分子と年次を合わせた  

住民基本台帳人口とし、人口10万人あたりで算出します。   

死亡率は標準人口で補正し、年齢調整を行います。標準人口には昭和60年のモデル人口を使用  

します。  

◆ データの出典  

データ   調査名   年次   集計表   備考   

脳血管疾患に  人口動態嗣  平成16年度  保管統計表第2表 死亡数，性・年   

よる死亡率   査  齢（5歳階級）・死因（死因簡単分  

類）・都道府県（14大都市再掲）別   
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